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要旨   
本稿の対象になっている社会データ分析入門は，統計学の基礎的理論についてエクセルを使   
いながら学ぶ内容になっており，昨年までは独白に作成した冊子体の教科書を使って講義と実   
習を行っていた。この教科書の内容でwebコンテンツを作成し，授業のテキストとして使用可   
能にし，加えて予習復習に活用できるような補助教材として作成することが，今回のコンテン   
ツ開発のおもな目的である。作成したコンテンツは大学の授業半期分に対応しており，統計の   
基礎理論を文章で解説し，エクセル上で実際のデータ処理の方法について，静止画やアニメー   
ションなどで分かりやすく説明することを目標にした。今年度の春学期に作成したコンテンツ   
を使って授業を行ったところ，冊子体の教材と同様かそれ以上の効果があることが分かった。   
しかし教える方にとってはモニターの画面に複数の画面を開くため，若干教えにくい点もある   
ことが明らかになった。  
キーワード：e－1earning 社会データ分析，統計学，エクセル，ウェブコンテンツ  
行っていた。この教科書をブラウザで閲  
覧できるコンテンツに作成し，授業のテ  
キストとして使用可能にし，加えて予習  
復習に活用できるような補助教材として  
作成することが，今回のコンテンツ開発  
のおもな目的である。  
1．はじめに   
本稿の対象になっている社会データ分析  
入門は，現代中国学部・経営学部・法学部  
の学生が履修する3学部の共通科目のひと  
つである。2002年から毎年春学期と秋学  
期に各1回授業を実施しており，年間110  
名ほどが履修している。この科目はエクセ  
ルを使ったデータ分析の入門になってお  
り，統計学の基礎的理論について学び，エ  
クセルを使いながら実習を行っている。  
昨年までは独自に作成した130ページほど  
の冊子体の教科書を使って講義と実習を  
2．科目の内容   
昨年までの冊子体は，大学の授業半期  
分に対応した14章の構成にしており，度  
数分布，グラフ作成，移動平均，分散，  
標準偏差，相関分析，クロス表，乱数と  
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シミュレーション，条件判断，データベー  
ス機能，アンケート集計などを中心に，  
社会データ分析に必要な統計理論の基礎  
的手法を学習する内容である。昨年まで  
の各回の概要と進め方の順番は以下のと  
おりであるが，開発したコンテンツにも  
そのまま流用している。   
授業の内容はWindowsとエクセルの基  
本的な操作をある程度経験したことがあ  
る学生を対象としている。毎回の最後に  
は授業のテーマに関連した演習課題を用  
意しており，各自がエクセルを使って課  
題を行い，結果はエクセルのファイルで  
提出させることにしている。   
内容的には統計学の基礎理論であるが，  
本文中には理論の解説のほかに，エクセ  
ルの操作方法を順番に文章で示し，必要  
な画面のサンプルも記載している。従っ  
て多少エクセルの経験があれば，教科書  
を読みながら一人で進められるように  
なっている。これまでも欠席者のなかに  
は独自に学習を進めているものが何回も  
見受けられた。   
第3回以降の授業の進め方は，下記のよ  
うな内容に従って小項目ごとに理論の解  
説を行う。次に全員でエクセルを使って  
理論の演習を行う。これを1回の授業の中  
で多いときは数回に分けて繰り返す。さ  
らに授業の後半には各自で演習課題に取  
り組むというやり方である。  
・第1～2回：エクセル入門   
エクセルの起動と終了から始めて，デー  
タ入力，グラフ作成，データの移動や書  
式などのワークシート上の操作，ウェブ  
からの統計データのダウンロードなどを2  
回に分けて学習する。  
・第3回：表計算の方法   
合計，四則演算，数式とオートフィル，  
並べ替え，累積和，絶対参照と相対参照，  
平均，中央値，最頻値などを，エクセル  
のワークシートの操作をしながら取り上  
げる。  
・第4回：高齢化・人口問題・人口ピラミッ  
ド［1，2］   
日本の老年人口の増加傾向を統計デー  
タから把握し，それらのグラフ作成の手  
順などを学習し，加えて年齢各歳別人口  
などから人口ピラミッドの作成を行い，  
社会データへの関心を深める。  
・第5回：分散・正規分布・偏差値・条件  
判断   
分散の求め方，結果の視覚化，正規分布，  
偏差値と成績表，偏差値の求め方，IF関  
数による条件判断と合否判定，複雑な条  
件判断とIF関数の入れ子構造などについ  
て，テストの得点の例を使って学習する。  
・第6回：度数分布表とヒストグラム   
階級値と度数，相対度数，累積度数と  
累積相対度数，階級の数と幅，度数分布  
表の作成，度数分布の求め方とヒストグ  
ラムの作成などを学習する。  
・第7回：2次元データの分析・相関関係   
相関関係，散布図，散布図の作成方法，  
共分散と相関係数，共分散の求め方，相  
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関係数の特徴と解釈，相関係数の求め方  
などを学習し，実際の統計データからい  
ろいろな相関関係を示す散布図を作成し，  
相関係数を求める。  
・第8回：回帰直線・クロス表   
回帰直線の作成，回帰直線の方程式と  
考え方，クロス表，集計データの準備，  
ピボットテーブルの作成，ピボットグラ  
フなどを取り上げ，アンケート集計に必  
要な基礎を学ぶ。  
・第9回：乱数とさいころのシミュレーショ   
ン′  
乱数の生成と関数，分析ツールによる  
ヒストグラム，COUNTIF関数，アルファ  
ベットの文字乱数，文字乱数の生成，文  
字乱数の度数分布と相対度数などを取り  
上げている。これ以降は関数の組み合わ  
せの使い方なども取り上げ，エクセルを  
使ったデータ処理の応用を視野に入れた  
内容になっている。  
・第10回：データベース機能   
エクセルのデータベース機能，住所録  
データベース，データの準備，大学名と  
住所データの編集，データの検索など，  
1，000件ほどのデータの処理方法を取り上  
げている。これは数百～数千件程度のア  
ンケート処理への応用を考えた内容である。  
・第11回：住所録データベースと宛名印刷   
フィールド名の作成，はがき印刷と宛  
名の作成手順，データベースの再読み込  
み，宛名面の修正，住所録データの修正，  
宛名面へのデータの読み込みと対応関係  
の作成など，データベース機能の応用力  
を身につけることを目標にした内容であ  
る。  
・第12回～14回：アンケート集計   
ここでは教室内でアンケートを実施し，  
それを履修者が共同で集計する方法を取  
り上げている。社会調査などでアンケー  
トを行うことを視野に入れ，調査票の準  
備と回収，調査票の整理と入力，一覧表  
の作成，集計とグラフなどについて，実  
際にアンケートを集計しながら学習する  
［3，4］。  
3．教材電子化の必要性   
冊子体の教科書ではこれらの統計理論  
を文章で解説し，エクセル上での処理方  
法およびデータの処理経過を，エクセル  
の画面を使用して分かりやすく説明した  
つもりであるが，教科書には以下で述べ  
るようないくつかの課題を内包している。  
3．1冊子体教科書の弱点   
最近ではさまざまな統計データがウェ  
ブに公開されている。社会データ分析入  
門の授業でもウェブに公開された各種の  
統計データを授業のなかで活用している。  
例えば日本の中枢的な統計機関である総  
務省統計局が公開している「日本の統計」  
や「日本統計年鑑」などをはじめとして，  
名古屋市の統計データなどを使う場合も  
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ある。これらの統計データは毎年のよう  
に更新されるものも多いが，社会データ  
の分析をテーマとしている関係上，更新  
のはやいデータも使わざるを得ない。   
そのため毎年変更される統計データを  
もとに，それらに手を加えて作成したデー  
タやグラフを冊子体の教科書に使う場合  
は，若干の注意と工夫が必要になる。お  
おもとの統計データが更新されているの  
に，教科書に記載したデータやグラフは  
同じ頻度では更新できない。履修者に教  
科書を買わせて授業を行い，学期の最後  
にアンケートを放ると，教科書のデータ  
がウェブよりも古いことを指摘されるこ  
ともある。   
冊子体の教科書を，ウェブに公開され  
る統計データに合わせて作り直すことは，  
容易なことではない。なぜなら教科書は  
出版社の要望もあって2～3年分を一度に  
印刷することが多いためだ。毎年のよう  
に冊子体の教科書を刷り直していると，  
コストが大変高くなってしまい現実的で  
はない。   
最近の学生は本を買わないと言われる  
が，履修者の少ない科目で教科書を販売  
すると，元本が回収できないというリス  
クが少なからず伴うことになる。出版社  
の担当者に原稿を見てもらいながら相談  
すると，しばしば何部ぐらい売れそうで  
すかと聞かれる。出版社も売れそうない  
教科書は引き受けたがらないし，引き受  
けても数年間は使うのが条件となること  
が多い。   
これらのことは以前から言われていた  
ことであるが，今後も同様の傾向にある  
と言わざるを得ない。  
3．2 ソフトウエアのバージョンアップに  
よる修正   
現在は多くの教育機関でMicrosoft社  
のWindowsとOfficeを使って教えてい  
る。我々のところも例外ではない。本稿  
で取り上げている社会データ分析入門の  
授業は2002年に始めたが，その当時は  
Windows2000と0批e2000の組み合わ  
せであった。その後，WindowsはⅩP，  
Vistaとバージョンアップし，Officeは  
ⅩP，2003，2007とバージョンアップした。  
これらのソフトはバージョンが上がるた  
びに，エーザインタフエースが改善され，  
画面の構成もしだいに変更になった。   
最近ではⅩPからVistaへのユーザインタ  
フェースの変更が，極めて多方面に渡っ  
て行われたことは周知のことである。そ  
のためこれらのソフトを教材に使ってい  
るところは，その修正に多くの手間が必  
要になった。本稿の場合も教科書の中に  
エクセルの画面を貼り付けているため，  
0臨ceのバージョンが上がるたびに，画面  
を作成し直して対応し，今回のコンテン  
ツ作成を含めて3回の改訂を行った。   
ソフトウエアのバージョンアップは，ソ  
フトウエア自体の改良を考えればやむを  
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得ないかもしれないが，それがWindows  
や0臨ceのように多くのシェアを占めるも  
のであるときは，バージョンアップの影  
響も多大なものがある。このような変化  
に冊子体の教科書で対応することは，出  
版コストを考えると労力多くして見返り  
が少ないというリスクが伴いがちである。  
期待できる。   
教科書の解説の部分は後からでも読み  
かえせるが，エクセルを使ったデータ処  
理の一連の流れをもれなく紙面に表現で  
きているわけではないことから，そのデ  
モを見逃されると教師と履修者の双方に  
とって良くない状況が 生まれることが多   
い。   
また学内ネットワークに公開すること  
により，自分で予習復習したいときなど  
も，自由に繰り返して解説を読んだり，  
操作方法のアニメーションを見たりでき  
るようになり，これまでの冊子体の教材  
を使った授業と比較してより理解が深ま  
り，教育上の効果が期待できる。   
さらに現代中国学部は中国で国際社会  
調査を行っており，アンケート調査を実  
施することもある。これまでの参加者は，  
社会データ分析入門で使った教科書を，  
中国まで持参する学生が少なからず見ら  
れた。そのような場合にウェブから教材  
が見られると，アンケートの集計に役立  
つものと思われ，冊子体の教科書を持ち  
歩く必要がなくなる。   
今回開発したコンテンツは統計学の基  
礎理論のほかに，いわばエクセルで社会  
データ分析入門を学習するための操作マ  
ニュアルの意味合いをも兼ねている。  
4．コンテンツの目標   
以前の社会データ分析入門の紙媒体の  
教科書では，エクセルの操作方法やワー  
クシート上のデータ処理経過の表現に限  
界があり，授業では教師が操作方法の模  
範を示す必要があった。そこでアニメー  
ションソフトなどを活用して，これらの  
操作方法や処理経過を解説したコンテン  
ツを作成することにより，操作の動きを  
より視覚的に分かりやすく表現した教材  
コンテンツを作成することに教育研究上  
の意義があると考えた。   
教室の一斉授業では，遅刻や欠席など  
で教師のデモが見られない履修者が後を  
絶たない。また教室で授業に出席して  
いるにも関わらず，教師のデモを見逃す  
場合もしばしば起きる。そのようなとき  
に教師は同じデモを何度か繰り返すこと  
になりかねないが，説明が終わった後も  
履修者各自で見逃した操作の解説をアニ  
メーションで見ることができれば，パソ  
コンの操作に不慣れな履修者も授業で落  
ちこぼれることがより少なくなることが  
5．開発したコンテンツ  
開発したコンテンツは，上述した科目  
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図1：ブラウザに表示したコンテンツの内容（http：／／aster．aichi－u．aC．jprbunseki／）  
の内容をウェブ上で見られるように再構  
成したものだ。本文の解説についてはこ  
れまでの教科書の文章に若干の改訂を加  
えて用意した。   
今後もさまざまな変更が発生すること  
を想定して，現段階のウェブで使われる標  
準的なデジタルドキュメントに仕上がる  
ように業者に依頼した。予算的に開発費  
用は認められやすいが，納品後の追加や  
修正については別予算を確保するのが一  
般的であり，追加予算が認められるまで  
に時間がかかる。それでは早急な追加や  
修正などには対応が難しいので，教師が  
自分で追加や修正ができるように，標準  
的な言語とソフトで作成を依頼した。文  
章のコーディングは基本的にHTML4．01  
を使っている。  
5．1全体構成   
画面全体の構成について簡単に述べる  
と，HTMLのフレームを使って画面を作  
成しており，左側が目次で右側が本文の  
表示になっている。左側の目次をクリッ  
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図2：アニメーションの例（左上から右下へと順番に自動的に画面が切り替わる）  
クすると，該当する本文が右側に表示さ  
れるようになっている。左側の目次のウ  
インドウ幅は300ピクセルで固定している  
が教師側で変更可能であり，右側の本文  
のウインドウは縦横ともに可変になって  
いる。右側のウインドウの大きさを利用  
者の好みに合わせて使うようになってい  
る。   
また左側の目次の一部にはアニメー  
ションによる操作方法の解説があること  
を示すために，画像を使って「アニメ」  
と表示している。この目次をクリックす  
ると右側の本文の画面上に「概要アニメ  
を見る」という表示が用意してあり，こ  
の表示がアニメーションを起動するリン  
クになっている。このリンクをクリック  
すると，別ウインドウが開きFlashのアニ  
メーションが動作する。   
画面およびアニメーションの解像度は，  
教室などで標準的に使われる画面の解像  
度である1024×768ピクセルに合わせて  
作成している（図1）。  
5．2 アニメーション  
ワークシート上のデータ処理の動きを  
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表1：開発したコンテンツを使った授業評価アンケート結果  
（2008年7月9日，履修登録者数59人，出席56人）  
番  
質問項目   
5段階評   回答率   
号  価平均  
Ql  電子化教材を使った授業の進度が適切であったど   
3．25   95％  
Q2  電子化教材を使った授業の説明のしかたが適切で   
3．00   95％  
授業で使用した電子化教材について内容が適切で   
Q3  3．55   95％  
授業で使用した電子化教材は見やすいかどうかに   
Q4  3．45   95％  
Q5  授業で使用した電子化教材のアニメーションは役   
3．36   93％  
Q6  授業で使用した電子化教材のアニメーションは分   
3．52   95％  
以上5段階評価の平均   3．36   95％   
授業で取り上げた部分の電子化教材を読んだかど  1．3人   93％  
うかについてお答えください。   2．16人  
Q7       5段階        （1．ほとんど読んでいない，2．3分の一程度は読  3．11人  
んだ，3．半分程度は読んだ，4．3分の2程度は読  4．15人  平均  
んだ，5．ほとんど読んだ）   5．10人  3．24   
表2：冊子体の教科書を使った授業評価アンケート結果  
（2007年12月12日，履修登録者数57人，出席46人）  
番  
質問項目   
5段階評   回答率   
号  価平均  
Ql  授業の進度が適切であったどうかについてお答え   
3．00   81％  
Q2  授業の説明のしかたが適切であったかどうかにお   
3．04   81％  
授業のテキストについて内容が適切であったかど   
Q3  3．31   81％  
表3：質問の組み合わせと相関係数（2008年7月9日）  
質問の組み合わせ  相関係数  
Q4とQ7   0．50   かなり強い相関関係がある   
Q5とQ7   0．29   弱い相関関係がある   
Q6とQ7   0．34   ある程度の相関関係がある   
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介し，そのほかに必要なことは授業の中  
で補いながら進めた。授業の全体的な進  
め方は，冊子体の教科書のときと同じよ  
うに進め，教科書と今回のコンテンツの  
効果の比較を試みた。   
最後の授業では，開発したコンテンツ  
や授業全体について，履修者に5段階評価  
のアンケートを行ってみた。2008年春学  
期の履修登録者数は59人で，当日出席し  
たものは56人であり，出席者全員に回答  
を求めた。  
表現するためにFlashのアニメーション  
を使っており，これらのアニメーション  
をブラウザの画面上に表示しているのは  
JavaScriptである。できる限りメンテナ  
ンスが容易にできるように，分かりやす  
くコーディングしてもらうことにした。   
アニメーションはエクセルの操作画面  
を静止画で取り込んだものを，紙芝居方  
式と同じようにFlashで動作させている。  
操作の重要な段階ではその時の操作方法  
が理解できるように，入力すべき数式や  
クリックすべきボタンなどを赤い枠で囲  
んで強調している（図2）。   
アニメーションに修正が必要になった  
ときは，Flashを使って且a形式およびswf  
形式のファイルを教師が自分で修正する  
必要がある。従って全くFlashを使った  
ことがない人には，ここで使っているア  
ニメーションの修正などはできないので，  
必要な部分だけでも学習しなければなら  
ない。  
6．1冊子体教科書で行った授業との比較   
質問のQlからQ3までは開発したコンテ  
ンツを使った全般についてたずねている  
が，Q4からQ6についてはコンテンツやア  
ニメーションが見やすいかどうか，加え  
てアニメーションが役立ったかどうかに  
ついて質問した（表1）。   
まずQ2「電子化教材を使った授業の説  
明のしかたが適切であったかどうか」に  
ついて，この項目の評価が最も低く3．00  
であった。教師側が今回開発したコンテ  
ンツで初めて授業を行ったため，不慣れ  
な点が出てしまったことが原因と思われ  
るが，文系や社会科学系の学生にとって，  
統計学の理論は難しいと感じていること  
もあると思われる。   
参考までに2007年12月に冊子体の教  
科書を使って行った授業評価アンケート  
の結果を記載するが（表2），このときは  
6．授業における評価   
2008年2月にコンテンツが完成したた  
め，4月からの春学期には実際の授業で  
使うことができた。Apacheサーバーを  
Linux上で動かし，コンテンツを搭載し  
て学内のブラウザから見られるように  
して授業に備えた（URLはhttp：／／aster．  
aichi－u．aC．jp／～bunseki／）。授業の最初に  
簡単にコンテンツの見方と操作方法を紹  
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WindowsXPとOfnce2003で授業を行って  
いる。単純な比較はできないが，Q2「授  
業の説明のしかたが適切であったかどう  
かにお答えください。」の平均は3．04で  
あった。   
同様に参考までに見ていただきたいが，  
QlとQ2の質問でも2007年の平均よりは，  
2008年のほうが高い評価になっているが，  
ソフトウエアの環境が異なる点にご注意  
いただきたい。  
程度は読んだものが15人，ほとんど読ん  
だものが10人であった。教材などはどの  
程度まで読むべきか議論の余地はある。  
ここでは少々あまい見方になるが66％は  
コンテンツを半分以上は読んだことにな  
る。   
そこでQ4とQ7，Q5とQ7，Q6とQ7の  
相関係数を求めると，それぞれ0．5，0．29，  
0．34であった（表3）。   
これらの分析から，コンテンツの見や  
すさと内容を読むことの相関係数は0．50  
とかなり強い相関関係が認められる。次  
にアニメーションが役に立ったかどうか  
と内容を読むことの関係であるが，相関  
係数は0．29で弱い相関関係にある。さら  
にアニメーションが分かりやすさと内容  
を読むことの相関係数は0．34となり，あ  
る程度の相関関係が認められる。   
コンテンツの見やすさは内容を読む気  
持ちにさせることに直結していると思わ  
れ，それに対してアニメーションは相関  
関係が弱いことから内容を読むことに必  
ずしも結び付かないこともありそうであ  
る。これは授業のやり方にも関係がある  
と推測される。つまり授業で同じデモを  
やっていれば，それを見ていて理解でき  
た履修生は，アニメーションで同じもの  
を見る必要もない。このような点からも  
相関が弱い結果になっていると思われる。  
全体的な結論としては，アニメーション  
が分かりやすく役立ったかどうかを評価  
すると，コンテンツを読んだ人にとって  
6．2 質問の相関関係による評価   
開発したコンテンツの効果をどのよう  
に測定するかは，比較の対象が同じ条件  
でないと正確な評価にならないことが指  
摘される。そこでQ7のようにコンテンツ  
をどの程度読んだかの回答を求め，Q7で  
内容をよく読んだ履修者が，コンテンツ  
の見やすさや分かりやすさについてどの  
ように回答の傾向を示しているかを調べ  
ることにした。教師としてはコンテンツ  
をよく読んでいただきたいのと，読まな  
ければ正しい評価ができないと考えるた  
めである。   
回答を集計するとQ7では，コンテンツ  
を全く読んでいないものが3人おり，また  
3分の1程度読んだと回答したものが16人  
いることが分かっている。これらの回答  
から履修者全体の34％はコンテンツを3分  
の1以下しか読んでいないといえる。さら  
に半分程度は読んだものが11人，3分の2  
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は，より分かりやすく感じ，アニメーシ  
ンはある程度見やすく役立ったというこ  
とが言えそうである。  
7．まとめ   
本稿では社会データ分析入門のe－1earning  
教材を作成した経験と効果についてまと  
めた。作成したコンテンツがどのように  
役立つか，客観的な評価データを集める  
工夫が必要である。ウェブコンテンツに  
よる教材は，ウェブに教材を公開すれば  
どこからでも見られるようになり便利で  
あるが，そういう便利さとは別な教育効  
果を測定する必要があると考える。今回  
のコンテンツは授業の補助教材であり，  
学生は冊子体の教科書を買わなくても済  
む点は評価できる。しかし一部の履修者  
からは，冊子体でもよいのではないかと  
いう意見がアンケートに記されていた。   
さらに単に閲覧するだけのコンテンツ  
ではなく，練習問題などを取り入れれば  
異なる側面からの評価が可能になるため  
今後の課題としたい。  
6．3 教師側の評価   
授業で使う前に事前に何回か試して授  
業に備えた。しかし教室で実際に履修者  
に教えてみるといくつかの問題点が明ら  
になった。最近は大きめのモニターも使  
われ始めているが，教室はまだ標準サイ  
ズの大きさである。従ってコンテンツの  
ウインドウとエクセルのウインドウを同  
時に開くと画面が狭くなる。コンテンツ  
とエクセルの画面を同時に見るのが以外  
に困難を感じる。そこで授業の最初のほ  
うで画面サイズの変更を練習し，履修者  
が見やすい位置に2つの画面を開き，大き  
さを自由に変更するように指導した。履  
修者から特に苦情はなかったが，教える  
教師のほうでやりにくさを感じてしまっ  
た。冊子体の教科書では不十分ながらも，  
別画面で教材を見ながら操作ができるの  
で以外にやりやすい。   
コンテンツの作成が完了した段階では  
気付かなかったが，HTMLでコーディン  
グしているため，数値のデータや数式の  
部分で，コピー可能になっている部分が  
多数残っていることが分かった。そのた  
め教える上で重要なデータは急いで画像  
データに作りかえ，コピーできないよう  
に対応せざるを得なかった。  
謝辞   
本稿は2007年度高度情報化推進特別経  
費（教育学術コンテンツ補助制度）によ  
るものである。ここに感謝の意を表す。  
注・文献  
［1］木下栄蔵：社会現象の統計分析一手法   
と実例－，朝倉書店，pp．197（1998）．  
［2］佐藤博樹ほか：社会調査の公開データ   
ー2次分析への招待－，東京大学出版会，   
pp．260（2000）．  
愛知大学情報メディアセンター  － 31－  VOl．19，No．1，2008   
［3］社会調査工房オンラインver3．0：甲南   
大学文学部社会学科，   
http：／／kccn．konan－u．aC．jp／sociology／   
research／  
［4］宮垣元：Web を活用した社会調査教   
育コンテンツの開発一甲南大学「社会   
調査工房オンライン」の取り組み，   
http：／／kccn．konan－u．aC．jp／sociology／   
research／welcome／others／0＿2＿4．pdf  
愛知大学情報メディアセンター  － 32 －  VOl．19，No．1，2008   
